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１. 大阪国道事務所の概要



南阪奈道路

西名阪自動車道

とみ た おかまちにし

とみ た おかまちにし

大阪国道事務所が管理する国道

主な業務
・道路管理
・耐震対策
・改築事業
・共同溝の管理
・無電柱化の促進
・交通安全対策
・沿道環境改善
・渋滞対策

道 路の管理延長 ： 194.2km
共同溝の管理延長 ：  56.7km

大阪国道事務所の概要について
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事務所の概要

大阪府内道路の平均、 約２２４百台/日 に対し、

大阪国道事務所の管理する国道の平均は 約３５９百台/日

～管理する道路の状況～

１日あたりの交通量

[データ出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査]

※｢大阪府内道路｣＝府内の高速自動車国道、一般国道、主要地方道及び一般府道（有料道路を含む）     

平均の１．６倍
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事務所の概要 ～管理する道路の状況～

混雑時の旅行速度

[データ出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査]

※ ｢大阪府内道路｣＝府内の高速自動車国道、一般国道、主要地方道及び一般府道（有料道路を含む）     
※ ｢混雑時｣＝朝又は夕方の混雑する時間帯

大阪府内道路の平均、 約２１．２km/h に対し、

国道２号、国道２５号の旅行速度が著しく低い。
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事務所の概要 ～管理する道路の状況～

主要渋滞箇所の密度
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大阪府内道路の平均、 約０．１１箇所/ｋｍ に対し、

大阪国道事務所の管理する国道の平均は 約０．４０箇所/ｋｍ

平均の３．７倍

※｢大阪府内道路｣＝府内の一般国道、主要地方道及び一般府道（有料道路を除く）

※「主要渋滞箇所」＝平成24年度に指定した渋滞箇所（但し、解除箇所は除く） 

[データ出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査]



事務所の概要 ～管理する道路の状況～

死傷事故率
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大阪府内道路の平均、 約１０１．１件/億台ｋｍ に対し、

国道２号、国道４８１号の死傷事故率が高い。

※｢大阪府内道路｣＝府内の一般国道、主要地方道及び一般府道（有料道路を除く）

※億台ｋｍ：区間延長×24時間交通量×年（365日）／10^8 、死傷件数：(R2～R5)ITARDAデータ（直近4年平均）

[データ出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査]



２. 大阪国道事務所の事業箇所
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令和７年度 事業中の箇所

交通安全対策事業

無電柱化推進事業

国道171号西河原交差点改良
にしがわら

国道171号小野原電線共同溝
お  の はら

とみ た おかまちにし

国道171号萱野坊島電線共同溝
かや の ぼうしま

国道171号天神豊島電線共同溝
てんじんとよしま

国道43号出来島地区歩道整備
で  き じま

国道43号弁天町駅前交差点バリアフリー化整備
べんてんちょうえきまえ

国道26号住吉橋架替
すみよしばし

国道26号安井船尾電線共同溝
やす い ふな お

国道26号葛の葉電線共同溝
くず の は

国道26号泉南市信達牧野地区歩道整備
しんだちまきの

国道171号幸電線共同溝
さいわい

国道171号高槻川西電線共同溝
たかつきかわにし

国道171号南芥川町地区歩道整備
みなみあくたがわちょう

国道171号八丁畷電線共同溝
はっちょうなわて

国道171号高槻桃園電線共同溝
たかつきとうえん

国道163号門真大池電線共同溝
かどまおおいけ

国道26号荒木町地区歩道整備

西名阪自動車道

南阪奈道路

中国自動車道

とみ た おかまちにし国道171号井口堂電線共同溝
いぐちどう

とみ た おかまちにし国道171号豊島南電線共同溝
とよしまみなみ

国道26号堺地区歩道整備
さかい

国道25号志紀南電線共同溝

し  き みなみ

Ｒ７年度新規事業

（新規事業１箇所） 9

あら き ちょう

国道171号清水電線共同溝
し みず

国道26号岸和田電線共同溝
きし わ だ

国道165号香芝柏原改良
かしば かしわら

改築事業

国道26号阪和豊中･板原交差点改良事業
はんわとよなか いたはら

しきみなみ

※令和７年度 奈良国道事務所より編入



３. 大阪国道事務所の業務内容
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国道１６５号香芝柏原改良は、奈良県・大阪府県境区間の交通混雑の緩和、線形改良による交通事故の
低減、異常気象時通行規制区間の解消により、安全かつ円滑な交通の確保等を目的とする道路です。
令和７年度は、用地調査、道路設計、埋蔵文化財調査および用地取得を推進します。

道路改良 ～国道１６５号香芝柏原改良～
かしば かしわら

位置図 計画諸元 事業の経緯

整備効果

① ４車線に拡幅することにより、渋滞を大幅に緩和し交通の円滑化を図ります。
② 急カーブをなくし自転車歩行者道を設置することにより、安全性の向上が期待されます。
③ 異常気象時通行規制区間の回避を図り、災害時でも安全かつ円滑な交通を確保します。

急カーブ区間 歩道狭隘区間

11

異常気象時通行規制
区間の回避

香芝柏原改良

大阪府

（単位：ｍ）



道路を安全で快適に使っていただくため、日々のパトロールや定期点検を実
施しています。

道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～

定期点検（橋梁）

定期点検（トンネル）

日常点検(道路パトロール)

12日常点検(落下物回収)



通行規制や通行止めに関する情報・規制予告などを常時提供しています。

道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～

情報提供

365日･24時間リアルタイム
で道路情報を収集・提供

13異常気象時通行規制

道路情報室

情報収集



道路舗装の損傷、各種構造物の損傷箇所、街路樹剪定、路面清掃等について、
維持修繕作業を実施し、健全な道路の保全に努めています。

管渠（かんきょ）清掃

街路樹剪定

道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～
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舗装及び区画線の復旧（施工前）

舗装及び区画線の復旧（施工後）



道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～

障害物への是正指導 特殊車両の取り締まり

歩道空間の適正利用のため、障害物への是正指導や啓発活動実施や、

大きさや重さを超える車への指導・取り締まりを実施しています。
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道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～

16

老朽化した道路のメンテナンス

・高齢化・老朽化による不具合の対応及び大量更新時期への備えが必要。

【道路の現状】 急激に高齢化が進む

【道路の主な課題】

・道路橋の長寿命化修繕計画に基づいて、計画的に修繕を実施。
・大規模な修繕に至る前に予防的な修繕を行うことで、橋梁の長寿命化を図る。

【インフラ老朽化対策等のための戦略的な維持管理・更新】

大阪府内における道路橋供用数の推移

高度経済成長期

1970大阪万博前の
供用数のﾋﾟｰｸから
50年以上経過

2016年 2021年 2026年 2031年 2036年

建設から５０年が経過する

道路橋の割合

40%
32%

70%

57%

83%

全国 大阪国道事務所

管理者 管理橋梁数

国土交通省 ４４８

高速道路会社 ８４１

大阪府・政令市 ３，８６３

市町村 ６，３２４

合計 １１，４７６



道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～

令和６年度末時点における橋梁の健全性点検結果（国土交通省管理分）

全 国 大阪国道事務所

Ⅰ ⅠⅡⅡ

Ⅲ Ⅲ
Ⅳ Ⅳ

57.8% 58.0%33.3% 32.3%

8.9% 9.7%

0.0% 0.0%

区分 状           態

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

大阪国道事務所における管理橋梁の健全性は、全国平均に比べて判定区分
Ⅱ・Ⅲのいずれにおいても、ほぼ同様の傾向となっています。
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○近畿地方整備局が管理している建設後50年を超える橋梁数の割合は、2023年時点で30％であるが、2043年には75％ま
で急増する。

○道路橋の長寿命化修繕計画に基づいて、計画的に修繕を実施する。

○大規模な修繕に至る前に予防的な修繕を行うことで、橋梁の長寿命化を図る。

点検状況 断面修復・剥落防止 剥落防止

対策後 対策後

点検状況

対策前 対策後

主桁鉄筋の腐食 断面修復工

インフラ老朽化対策等のための戦略的な維持管理・更新

道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～
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道路施設（橋梁、トンネル、舗装、のり面・土工構造物、道路附属物等）の点検を

引き続き実施し、健全性を着実に把握します。

また、点検、診断、措置等のメンテナンスサイクルによる老朽化対策を推進します。



国や地方自治体など大阪府内の道路管理者を主体とし、道路の維持管理を効率的・効果的に行うため、各道路管理
者が相互に連絡・調整を行うことにより、円滑な道路の維持管理の促進を図ることを目的として設立。

【解決・効果】大阪府道路メンテナンス会議設立 （2014年5月23日）

地方自治体の抱える３つの課題 （人手不足・技術力不足・予算不足）

道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～
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道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～

研修人材育成部会

大型車両通行適正化部会

跨道施設連絡部会

道路鉄道連絡会議

大阪府道路メンテナンス会議を主催し、府内の道路管理者（府市町村）に
対し、技術研修・基準類の説明や最新情報の提供・難易度の高い構造物の
診断の助言や支援などを実施しています。
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国道２６号住吉橋は、昭和６年に架設された年代の古い橋であり、耐震性が
不足しており、老朽化による損傷も進行していたため、平成２９年度に橋梁
架替事業として事業化しました。

住吉橋 側面全景（上流側より）

＜工事着手前＞

フェニックス通り（日本の道100選）

橋脚（腐食状況）床版（損傷状況）

すみよし ばし

21

耐震対策 ～国道２６号住吉橋架替～



【参考】

【初代は1793年架設】

住吉に至る橋という

意味（諸説あり）

寛政 5年（1793年） 架設（初代）

昭和 6年（1931年） 架設（二代目）

昭和39年（1964年） 歩道部（上下流）を拡幅

昭和55年（1980年） 大阪市行き車道部を拡幅

平成29年（2017年） 橋梁架替を事業化

国道２６号住吉橋の歴史

22

すみよし ばし

耐震対策 ～国道２６号住吉橋架替～



住吉橋架替工事を進めてきましたが、令和７年３月１７日に完成しました。
今回の架替工事完了により、老朽化による損傷が無くなります。また、必要な耐震性能が確保され、
大規模災害発生時においても「広域緊急交通路」としての信頼性向上が期待されます。
令和７年度は、カナリーヤシ植樹等の周辺整備工事を推進します。

＜南側車線の橋梁工事の流れ＞

①橋梁上部工架設工事 ②床版コンクリート工事 ③道路交通切り回し工事

全景写真 令和７年３月１７日完成

23

すみよし ばし

耐震対策 ～国道２６号住吉橋架替～

大阪市側から住吉橋を望む

至 大阪市

至 和歌山市

至 大阪市

至 和歌山市

住吉橋
住吉橋



対策イメージ現 況

現時点の橋梁の耐震性を診断し、対策が必要となった場合、橋脚の補強や
落橋を防止する装置を設置するなどの対策を実施します。

耐震対策

■落橋防止と耐震補強 （国道４３号大和田高架橋耐震対策）

24

おお わ だ こう か きょう

支承補強装置の設置



・事業区間：大阪府大阪市西淀川区

大野～出来島
・延 長：０．５４ｋｍ

《諸元等》

至
大
阪

至
神
戸

大阪府

大和田高架橋

位置図 平面図

諸元等

一般国道４３号は、大阪府大阪市西成区を起点とし兵庫県神戸市灘区に至る全長約３０ｋｍ
の主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道路に指定されています。

大和田高架橋（大阪市西淀川区大野地区～出来島地区）に落橋防止装置工等の耐震対策を実
施することで、大阪市西淀川区の緊急輸送ルートが強化されます。

耐震対策

■国道４３号大和田高架橋耐震対策 （事業中）主な事例

25

おお わ だ こう か きょう



津波や洪水からの緊急避難場所を確保するため、橋梁歩道部等の耐震対策を行い、各自治体が各橋梁歩道部
等を緊急避難場所として指定しました。

26

耐震対策 ～国道の高架等の耐震対策を実施し、指定緊急避難対策所として活用～

主な事例 ■安治川大橋及び正蓮寺川橋耐震対策
あ  じ がわ おおはし しょうれんじ がわばし

－■位置図－ 正蓮寺川橋

安治川大橋

～指定緊急避難場所とは～

津波、洪水等における危険が切迫した状況において、住民等
の生命の安全の確保を目的として住民等が緊急に避難する施設
または場所をいいます。

避難可能人数
上下線計 約200名

避難可能人数
上下線計 約1,600名

橋梁歩道部への接続階段の耐震化を実施 津波災害時の避難施設として地域の住民・就労者に周知

自治体（大阪市）

－津波避難ビル一覧表（此花区）〔イメージ〕－

国（大阪国道事務所）

－自主的な避難訓練の状況－

地域住民

26

辰己橋（上下）

【施工中】中島出来島橋（上下）

尻無川橋側歩道橋（下）

木津川橋（上下）
木津川橋側歩道橋（下）

43

西淀川区

此花区

港区

西成区

正蓮寺川橋

安治川大橋

大正区



共同溝の管理

共同溝の整備は、昭和４８年度に事業着手し、平成３０年度に５６．７ｋ
ｍの整備が完了、定期的な点検を行い維持管理を実施しています。

排水ポンプの分解整備 共同溝躯体のひび割れ調査 換気ファンベルト劣化点検

27



共同溝概要図

国道１号、２号、２５号、２６号（大阪市～泉北地域）共同溝 国道１号ＢＰ（第二京阪）（北河内地域）共同溝

共同溝の管理

28



令和7（2025）年4月
国道１７１号（北摂地域）共同溝

第二阪和（泉南地域）共同溝

共同溝概要図 供用済み共同溝の延長

共同溝の管理

29



道路上の電線（電気や通信）を、まとめて地下
に埋める施設です。

電線共同溝とは

無電柱化の推進

30

大阪国道事務所が管理している国道は、災害発生時に災害拠点病院等へのアクセスに必要な広域緊急交通
路に指定されています。
電線共同溝を整備し無電柱化することにより、災害時における緊急輸送道路の確保、安全で快適な歩行空
間の確保、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援していきます。



電線共同溝整備状況

事業中
道路延長
42.0ｋｍ

令和7年4月時点

無電柱化の推進
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凡例

 高速道路など

 その他の国道

 大阪国道事務所管理道路延長

 事業中道路延長

※上記の内容は大阪国道事務所として検討しているものであり、他の行政機関と調整した結果ではありません。

※中央環状線を基準に内側を「インナーエリア」外側を「アウターエリア」とする。

重点路線

インナーエリア アウターエリア

優先度付与 優先度付与

整備優先路線

整備優先路線の選定方法 整備優先路線のイメージ

●東西南北方面

●各1路線

●市内と中央環状線を

●繋ぐ

●中央環状線と

●外環状線を繋ぐ

●外環状線と

●後方支援活動拠点を繋ぐ

●津波被害が及ばない

分類

その他

大阪府内の重点路線における整備方針(案)

インナーエリアから

アウターエリアへ

万博公園

服部緑地

大泉緑地

寝屋川公園

久宝寺緑地

中央環状線

外環状線

平成26年11月10日に無電柱化プロジェクトにより制定されました。

11月10日は「無電柱化の日」。

電柱を見立てた｢1｣を｢0｣にするという願いの

もと、平成26年に制定されました。

｢景観･観光｣｢安全･快適｣｢防災｣などさまざま

な観点からの効果が期待される無電柱化。

これからは｢電柱が無い事が常識｣となるよう

無電柱化による美しく安全で快適なまちづくり

を目指します。



道路の防災性の向上、安全で快適な通行空間の確保等を図るため、国道２５号志紀南電
線共同溝において調査設計等を実施し、無電柱化を推進しています。

し き みなみ

至 大阪市

志紀南電線共同溝

至）大阪市
お お さ か

JR志紀駅

八尾空港

至）四日市市

よ っ か い ち

至 奈良県

電線共同溝 電線共同溝

8.10m 1.80m3.30m

平面図

標準断面図

現況写真

写真

一般国道25号

志紀南電線共同溝

位置図

32

無電柱化の推進

主な事例 ■国道２５号：志紀南電線共同溝 （事業中）

至 四日市市

至 大阪市

R6迄完成済み(直轄）

R7事業中(直轄）

拠点

凡例

（起）八尾市志紀町南4丁目

（終）八尾市志紀町2丁目



交通事故が多発している箇所や渋滞箇所の解消を目指し、以下のような事業
を実施していきます。

一種事業

二種事業

歩道整備、交差点改良などの事業

道路標識、区画線などの整備

一種事業とは、歩道拡幅や右折レーンの設置、エレベーター
の新設等の交通安全施設を整備することで、交通環境の改善
を図り、安全な交通を確保するものです。

二種事業とは、道路標識や区画線、防護柵等の道路付属物
を設置することで、交通環境の改善を図り、安全な交通を
確保するものです。

33

交通安全対策



交通安全対策 ～交差点バリアフリー化整備～

平面図

計画平面図位置図 現況写真

弁天町駅前交差点は大阪市のバリアフリー基本構想重点整備地区の特定経路にも位置づ
けられており、歩行者・自転車交通の多い交差点です。
既存の横断地下道にエレベーター（４基）を設置することで、高齢者等、誰もが安全・
快適に歩行ができる空間を確保します。令和７年３月末時点２基完成しています。

当該箇所

34

べんてんちょうえきまえ

主な事例 ■国道４３号：弁天町駅前交差点バリアフリー化整備事業 （事業中）

至 天王寺

至 神戸市

エレベータ－完成

エレベータ－新設

写真



計画平面図

西河原交差点は、右折レーンがなく右折待ちの車に追突する事故、右折車の渋滞により
進路変更する車の接触事故が多発しており、主要渋滞箇所に指定されています。本事業
は、右折レーン設置及び減速路面標示により、追突事故防止を図ります。

にしがわ ら

35

当該箇所

事業箇所

位置図

【現況】

【計画】

断面図

至 京都市

至 神戸市

現況写真

交通安全対策 ～交差点改良～

至 京都市至 神戸市

西河原交差点

主な事例 ■国道１７１号：西河原交差点改良 （事業中）

（単位：ｍｍ）

写真



岸和田市荒木町地区の国道２６号は、岸和田市バリアフリー基本構想重点整備地区(生
活関連経路)に指定されています。本事業では、道路空間を再編し、歩道を再整備し、
安心で安全な歩行空間を確保します。

■国道２６号：荒木町地区歩道整備事業  （事業中）
あらきちょう

主な事例

36

位置図

当該箇所

車道

歩道

【現況】

【計画】

断面図

至 和歌山市至 大阪市

交通安全対策 ～歩道整備～

計画平面図

荒木町交差点 総合体育館前
交差点

現況写真

写真

（単位：ｍｍ）



国道２６号 大阪府堺市（フェニックス通り）において、自転車通行空間を明示するた
めの矢羽根型路面標示の整備を行いました。安全で安心な自転車通行空間を確保するた
め、順次、自転車通行空間の整備を進めて参ります。

■国道２６号：自転車通行空間整備 （完了）

【整備後】

写真②

写真①

至 和歌山市

至 大阪市

自
転
車

通
行
空
間

自
転
車

通
行
空
間

当該箇所

37

位置図 断面図

交通安全対策 ～自転車通行空間整備～

主な事例

計画平面図

写真①

住吉橋西詰
交差点 住吉橋東詰

交差点

宿院町西3丁
交差点

写真②

（単位：ｍｍ）



計画平面図

事故発生件数が多い交差点において、事故原因の分析を行った上で対策を検討していま
す。小路北交差点においては、二輪車のすり抜けが多く、交差点での左折巻き込み事故
が発生しているため、区画線整備により路肩縮小を行い左折時の巻き込み事故減少を図
ります。

しょうじきた

当該箇所
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至 大阪市
至 京都府

交通安全対策 ～区画線整備～

現況写真

位置図

主な事例 ■国道１号：区画線整備事業（小路北交差点） （事業中）

小路北交差点

写真



位置図 「西淀川地区沿道環境に関する連絡会」
の設置経緯

○昭和53年4月 第一次訴訟提訴。以降、第
二次（昭和59年7月）、第三次（昭和60年5

月）、第四次（平成4年4月）が提訴

○平成10年7月29日 西淀川第一次訴訟及
び第二～四次訴訟の一括和解成立

○和解条項の概要

・沿道環境対策の実施

・国・阪神高速道路公団、原告団・弁護団に
よる「西淀川地区沿道環境に関する連絡会」
の設置

○連絡会の概要

・年１回の開催 （平成15年度より、公開にて
実施）

・令和7年3月に、第28回連絡会を開催

西淀川区

大阪市西淀川区における沿線環境対策

39

沿道環境改善 ～総合的な道路環境対策の取組～



阪神高速５号湾岸線への交通誘導

沿道環境改善 ～沿道ロードプライシングの実施～

阪神高速道路株式会社と協力し、料金格差を設け、５号湾岸線への交通転換
を進める「環境ロードプライシング」を推進し、５号湾岸線への迂回協力を
促す広報を実施しています。

環境ロードプライシングのイメージ図

広報の取り組み例

横断幕

設置看板

メール配信

40



大分類 中分類 解除
対策

実施済

対策

実施中
未事業化

対策

未検討
経過観察

21 2 5 3 11 0 0

(100%) (10%) (24%) (14%) (52%) (0%) (0%)

0 0 0 0 0 0 0

50 4 19 10 15 0 2

(100%) (8%) (38%) (20%) (30%) (0%) (4%)

0 0 1 0 -1 0 0

71 2 14 35 18 0 2

(100%) (3%) (20%) (49%) (25%) (0%) (3%)

0 0 1 -1 0 0 0

47 8 7 7 23 0 2

(100%) (17%) (15%) (15%) (49%) (0%) (4%)

0 0 2 -1 0 0 -1

43 2 9 8 23 0 1

(100%) (5%) (21%) (19%) (53%) (0%) (2%)

0 0 0 0 0 0 0

33 5 15 1 11 0 1

(100%) (15%) (45%) (3%) (33%) (0%) (3%)

0 3 -1 -1 -1 0 0

39 5 13 10 10 0 1

(100%) (13%) (33%) (26%) (26%) (0%) (3%)

0 1 -1 0 0 0 0

23 8 3 4 6 0 2

(100%) (35%) (13%) (17%) (26%) (0%) (9%)

0 1 -1 0 0 0 0

327 36 85 78 117 0 11

(100%) (11%) (26%) (24%) (36%) (0%) (3%)

0 5 1 -3 -2 0 -1

主要渋滞箇所数

（上段：箇所数、中段：割合、下段：前回からの増減）
エリア・地域図

地域

大阪

北部

エリア

大阪

中部

エリア

大阪

南部

エリア

合計

豊能地域

三島地域

大阪市地域

北河内地域

中河内地域

南河内地域

泉北地域

泉南地域

大阪府内における３２７箇所あった主要渋滞箇所は、Ｒ６年度末時点で３６
箇所解除され、残りの主要渋滞箇所は、２９１箇所となりました。

渋滞対策

41

▼主要渋滞箇所の地域別対策進捗状況（R６年度末時点）

大分類 中分類 解除
対策

実施済
対策

実施中
未事業化

対策
未検討

経過観察

21 0 1 6 6 1 7
(100%) (0%) (5%) (29%) (29%) (5%) (33%)

50 4 14 10 3 9 10
(100%) (8%) (28%) (20%) (6%) (18%) (20%)

71 2 12 35 19 0 3
(100%) (3%) (17%) (49%) (27%) (0%) (4%)

47 4 6 7 14 7 9
(100%) (9%) (13%) (15%) (30%) (15%) (19%)

43 2 7 9 11 7 7
(100%) (5%) (16%) (21%) (26%) (16%) (16%)

33 1 12 5 2 7 6
(100%) (3%) (36%) (15%) (6%) (21%) (18%)

39 3 14 11 7 2 2
(100%) (8%) (36%) (28%) (18%) (5%) (5%)

23 2 5 5 3 4 4
(100%) (9%) (22%) (22%) (13%) (17%) (17%)

327 18 71 88 65 37 48
(100%) (6%) (22%) (27%) (20%) (11%) (15%)

合計

大阪
中部
エリア

大阪都心地域
（大阪市）

北河内

中河内

大阪
南部
エリア

南河内

泉北

泉南

エリア・地域図

地域 主要渋滞
箇所数
（割合）

大阪
北部
エリア

豊能地域

三島地域

三島地域

中河内地域

泉南地域

泉北地域

北河内地域

大阪中部

エリア

大阪北部

エリア

大阪南部

エリア

豊能地域

大阪都心地域

（大阪市）

南河内地域



関係する道路管理者

大阪運輸支局

大阪国道事務所

大阪府、大阪市、堺市

大阪府警

道路利用者団体等

主要渋滞箇所関連 基礎自治体

大阪府域の渋滞状況を継続的に把握・共有し、効果的な渋滞対策の推進を図
ることを目的に、大阪地区渋滞対策協議会を開催するとともに、管理してい
る道路の渋滞対策を実施しています。

渋滞対策
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国土交通省近畿地方整備局、近畿運輸局、大阪府警察本
部、大阪府、大阪市、堺市、西日本高速道路株式会社、阪
神高速道路株式会社、一般社団法人関西経済同友会、一
般社団法人大阪府トラック協会、公益財団法人大阪観光局

※構成員

ワーキンググループ（担当者会議）

ワーキンググループを設置し、具体的に検討する体制を構築

大阪地区渋滞対策協議会

道
路
管
理
者

行
政
機
関

交
通
関
連

議論する内容により、必要なメンバーが参加

大阪地区渋滞対策協議会の検討体制

地
域
や
道

路
利
用
者

至 奈良・中和方面

至 奈良・南和方面

至 和歌山方面

至 奈良・北和方面

至 京都方面

至 神戸方面

環状機能強化による
通過交通の転換

大阪北部エリア

大阪中部エリア

大阪南部エリア

淀川

大和川
大阪都市再生環状道路

関西国際空港

京阪神間の
交通容量拡大・多重化

新名神高速道路

大阪府における主な道路の対応方針



国土交通本省では、２０５０年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステ
ムをＷＩＳＥＮＥＴと位置付け、その実現のための政策展開のひとつとして、シームレスネッ
トワークの構築を目指しています。
大阪国道事務所においても、国道２６号北島局所渋滞対策事業の実施やビッグデータを活用す
る等により、ボトルネック箇所（局所的な速度低下箇所）の特定及び渋滞対策を効率的・効果
的に実施し、シームレスネットワークの構築を目指しています。

渋滞対策 ～ＷＩＳＥＮＥＴ２０５０について～
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WISENET2050の概要 シームレスネットワークの構築

出典：WISENET2050・政策集（国土交通省道路局）に加筆

“2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステム”を

WISENET(ワイズネット)※と位置づけ、その実現のための政策展開により、

新時代の課題解決と価値創造に貢献します。

WISENET
ワイズネット

：World-class Infrastructure with 3S (Smart , Safe , Sustainable) Empowered NETwork

▲道路のパフォーマンスの概念図

シームレスネットワークの構築には、時間的・空間的に偏在
する交通需要や渋滞に対して、道路ネットワークのパフォーマ
ンスを向上する取り組みを実施する必要があります。

「時間別・箇所別・方向別」のデータから道路のパフォーマ
ンスが低い箇所のメカニズムを分析します。

その分析により、ボトルネック箇所（局所的な速度低下箇
所）の特定及び局所的な渋滞対策等を実施し、道路に応じた移
動しやすさや強靱性など、求められるサービスレベルを達成す
るためのネットワーク構築を目指します。

ワ イ ズ ネ ッ ト



ＷＩＳＥＮＥＴ２０５０の観点から大阪国道事務所では、時間的に偏在する渋滞の要因を特定
するため、ビッグデータ（ETC2.0プローブデータ）を活用し、国道１号蒲生４交差点～国道２
号野田阪神前交差点において旅行速度分析を行いました。
分析結果より、速度低下箇所を確認した上で、その要因を特定するために、現地調査を行い路
上駐車で、車線が塞がれており、道路本来の機能が発揮されていない箇所を確認しました。
今後は、ビッグデータの分析結果と現地調査の結果において、速度低下箇所と路上駐車箇所の
関係性を分析し、関係機関と連携しながら、対策を検討していきます。

渋滞対策 ～ＷＩＳＥＮＥＴ２０５０について～

ETC2.0プローブデータ（旅行速度）の分析 調査写真

進行方向（下り）

旅
行
速
度

0時台

2時台

8時台

10時台

14時台

20時台

16時台

4時台

6時台

18時台

12時台

22時台

②梅田周辺

（旅行速度）ETC2.0プローブデータ（R5.9～11平日） （路上駐車調査）大阪国道事務所調べ(R6.12.18～R6.12.19)

片側４車線

旅
行
速
度

0時台

2時台

8時台

10時台

14時台

20時台

16時台

4時台

6時台

18時台

12時台

22時台

進行方向（上り）

野田阪神

▼国道1号（蒲生4）～国道2号（野田阪神前）間の旅行速度の変化

浄正橋

桜橋 梅田新道

南森町
東天満

西天満
東野田町

京橋

桜小橋

蒲生4

片側３車線 片側２車線片側４車線 片側３車線

片側２車線片側３車線片側３車線 片側４車線 片側３車線

①京橋周辺

旅行速度

10km/h未満

10～15km/h

15～20km/h

20～25km/h

25～30km/h

30～40km/h

40km/h以上

①京橋周辺の駐車状況（0時台）

路上駐車車両

第１車線

②梅田周辺の駐車状況（23時台）

第２車線

路上駐車車両

②梅田周辺の駐車状況（0時台）

第１車線

路上駐車車両

第１車線

夜間速度＜昼間速度の区間

その他交差点主要渋滞箇所(代表的な交差点)

旅行速度が遅く、路上駐車を確認した区間
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道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～渋滞対策 ～国道２６号北島局所渋滞対策～

45

国道２６号の中でも旅行速度の低い北島交差点～大和川大橋南詰交差点において、ETC2.0の
ビッグデータ等を活用した分析で速度低下の原因を特定し、左直混用車線の拡幅などを行う国
道２６号北島局所渋滞対策を令和６年度に事業化し、令和６年１２月２７日に完了しました。

きたじま

平面図位置図

左折待ち車両による
直進車両の通行阻害が発生

北島交差点（令和6年9月11日撮影） 北島交差点（令和7年1月21日撮影）

左直混用車線の拡幅により
左折待ち車両による
直進車両の通行阻害が解消！

対策前 対策後

対策前（渋滞要因）

対策後

国道26号

北島局所渋滞対策

至 大阪市街

至 和歌山県

26

26

１５６

６
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きたじま

北島

大和川大橋北詰

大和川南

大和川大橋南詰

住之江ランプ出口

住之江ランプ入口

すみのえやまとがわおおはしきたづめ

やまとがわおおはしみなみづめ

きたじま

すみのえ

やまとがわみなみ

おおさか

わかやま

大
和
川

大和川大橋北詰 大和川大橋南詰

至 

大
阪

北島 住之江ランプ出口

至 

和
歌
山

凡例
直進車
右折車・左折車

きたじま すみのえ やまとがわおおはしきたづめ やまとがわおおはしみなみづめ

お
お
さ
か

や
ま
と
が
わ

わ
か
や
ま

現地調査から、住之江ランプ出口からの合流
車両との輻輳が渋滞要因と特定

すみのえ

直進車両の速度低下及び左折車両・横断歩行者等
が多いことから左折待ち車両による直進車両の通
行阻害が渋滞要因と特定

直進車両の速度低下及び左折車両・横断歩行者等が多いことか
ら左折待ち車両による直進車両の通行阻害が渋滞要因と特定

直進車両の速度低下及び右折車線がないこと
から右折待ち車両による直進車両の通行阻害
が渋滞要因と特定

大
和
川

大和川大橋北詰 大和川大橋南詰北島 住之江ランプ出口

至 

大
阪

至 

和
歌
山

合流車線の拡幅・延伸
＜R6.12.27完了＞

左直混用車線の拡幅
＜R6.12.11完了＞

右直混用車線の拡幅
＜R6.11.20完了＞

左直混用車線の拡幅
＜R6.11.20完了＞

凡例
直進車
右折車・左折車

きたじま すみのえ やまとがわおおはしきたづめ やまとがわおおはしみなみづめ

や
ま
と
が
わ

お
お
さ
か

わ
か
や
ま



道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～渋滞対策 ～国道２６号北島局所渋滞対策（整備効果）～

左直混用車線の拡幅などを行うことで、直進車両の通行阻害が解消され、旅行速度が北島交差点（上
り）で最大５．５km/h向上、大和川大橋北詰交差点（上り）で最大６．５km/h向上、大和川大橋南詰
交差点（下り）では最大５．１km/h向上しました。また、住之江ＩＣオンランプ入口付近～大和川南
交差点の所要時間は、上りの７時台で約１．２分短縮、下りの１８時台で約１．６分短縮しました。

きたじま

旅行速度の変化

国
道
２
６
号 
 

進行方向

進行方向

対
策
前

対
策
後

R7
年
１
月

R6
年
１
月

15km/h未満

15～20km/h

20～25km/h

25～30km/h

30～40km/h

40km/h以上

凡例

対
策
前

対
策
後

R7
年
１
月

R6
年
１
月

(

下
り
）

国
道
２
６
号 
 

(

上
り
）

ボトルネック箇所

N

左直混用車線の拡幅

42

42

住之江IC
オンランプ入口

北島

大和川南大和川大橋南詰

鉄砲ランプ

北島南

大和川大橋北詰

26

住之江IC
オフランプ出口

左直混用車線の拡幅合流車線の拡幅･延伸

右直混用車線の拡幅

阪神高速大和川線

至 

和
歌
山
県

至 

大
阪
市
街

ボトルネック箇所

ボトルネック箇所

当該区間は、交差点
間隔が短く、区間内
の信号による停車車
両の割合が高くなり、
平均旅行速度が遅く
なる傾向であり、平
均旅行速度のみで評
価することが難しい
区間である。現地渋
滞調査の結果、渋滞
がひどい朝方・夕方
の速度低下の要因は、
北島交差点、大和川
大橋北詰交差点での
先詰まりによるもの
と想定。

ボトルネック箇所の
平均旅行速度が最大5.5km/h向上
(17.5km/h→23.0km/h：9時台)

ボトルネック箇所の
平均旅行速度が最大6.5km/h向上
(11.5km/h→18.0km/h：7時台)

ボトルネック箇所の
平均旅行速度が

最大5.1km/h向上
(10.9km/h→16.0

km/h：18時台)

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

上り（ピーク時間：7時台)

(旅行速度)ETC2.0プローブデータ
対策前：R6.1 平日、対策後：R7.1 平日

下り（ピーク時間：18時台) 延長：約 1.0 km

約4.4分

平均旅行速度（12.9km/h）

約2.8分 約1.6分
短縮平均旅行速度（20.2km/h）

住
之
江

        

オ
ン
ラ
ン
プ
入
口

IC

大
和
川
南
交
差
点

＜対策前（R6.1）＞

＜対策後（R7.1）＞

約4.5分

平均旅行速度（12.5km/h）

約1.2分

短縮

約3.3分
平均旅行速度（17.1km/h）

＜対策前（R6.1）＞

＜対策後（R7.1）＞

住
之
江

      

オ
ン
ラ
ン
プ
入
口

IC

大
和
川
南
交
差
点

延長：約 1.0 km

対策後の現地渋滞調査の結果、北島交差点、
大和川大橋北詰交差点での先詰まり解消によ
り、渋滞の緩和を確認。

所要時間の変化
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大阪地区渋滞対策協議会（事務局：大阪国道事務所）では、渋滞対策として、道路利用者に出発
時間、移動ルート、交通手段の変更を促すＴＤＭ施策を令和４年度より行っています。
令和６年度では、朝ラッシュ時の大阪中央環状線の渋滞緩和を目的に、ビッグデータを活用し、
迂回路との所要時間を提示することで移動ルート変更を促すチラシをLINE広告でより多くのドラ
イバーに情報提供するＴＤＭ施策を行いました。

渋滞対策 ～ＴＤＭ施策の実施～

47

クリック
すると

チラシを
閲覧可能

▼LINE広告による広報 ▼大阪国道事務所のXでも広報実施！▼移動ルート変更を促すチラシ

ビッグデータ（ETC2.0プローブデータ）で、
迂回路との所要時間を比較！



ＪＲ大阪駅など鉄道駅周辺の国道１，２号において、道路分野におけるカーボンニュートラ
ルの取組みとして、全国初となる道路空間を活用したＥＶ車両によるカーシェアリング社会
実験を令和６年度より実施しています。この社会実験では、鉄道とＥＶカーシェアの組み合
わせによるＣＯ２排出の削減や、交通利便性向上、災害時の有効活用等の検証を行います。

GＸ MＸ
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実験概要

EV路上
カーシェアリング

EV

鉄道駅自宅

ガソリン

自宅

CO2

CO2

鉄道駅

レジャー

買い物

ビジネス

レジャー

買い物

ビジネス

従来

ＥＶ路上カーシェアリング

CO２排出量の削減

道路空間を活用したＥＶ路上カーシェアリング社会実験

※1車を借りた場所と返す場所が同じ方式 ※2利用にあたっては、タイムズカーの会員登録が必要になります。
https://share.timescar.jp/

○実験期間：令和６年１０月１日（火）１０時～令和７年１２月末（予定）

※実験期間は、延長する場合がある。

〇実験箇所：大阪府大阪市北区梅田・東天満・福島区福島 国道１，２号の道路上５箇所

〇運営車両：日産サクラ（EV車）

〇運営方式：ラウンドトリップ方式※1

〇運営時間：０：００～２４：００（２４時間）

〇実験主体：道路空間を活用したＥＶ路上カーシェアリング社会実験協議会

〇実験参加者：タイムズモビリティ株式会社

○カーシェアリング利用方法：タイムズモビリティ株式会社が運用する

「タイムズカー※2」にて予約し、利用。

うめだ ひがしてんま  ふくしま   ふくしま

国交省、大阪府警察本部、大阪市、実験参加者、梅田２丁目振興町会、

西阪神桜橋商店会、福島連合町会、東天満１・２丁目振興町会

レール×EV路上カーシェア

位置図
現地写真

国道１号（令和7年3月26日撮影）国道２号（令和7年3月26日撮影）

写真① 写真②

写真①

写真②



○ 定員：７人（乗客６人）

○ 速度：１９ｋｍ／ｈ程度（自動運転）

○ 導入台数：１台

○ 運転手：地域ボランティア

 （事前に運転講習を実施）

実証実験主体

サービス

運行ルート

運 賃

四條畷市

地域内移動の支援、地域拠点の賑わい創出

無料

＜使用車両＞ 自動運転車両

体制

四条畷市が令和２年度から実施している、電気自動車を用いた自動運転サービスの運用に向け、令和
６年度は路車協調システムの試行に関する実証実験等の支援をしました。

路車協調システム

引用元：https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001712215.pdf

地域支援の取組 ～四條畷市、自動運転サービス導入～ MＸDＸ GＸ

IMU
姿勢・加速度計測

コンピュータ
自動走行制御

3DLiDAR
自車位置検知
障害物検出

田原地域の拠点となるグリーンホール田原と
田原台センターを反時計回りに運行

実施箇所
四條畷市 周回3km（グリーンホール田原-
田原台センター間を結ぶ環状ルート）

運行計画 所要時間15分 10便/日（合計50人/日）

実験期間
令和６年11月1日～令和６年12月10日
※水土日祝運休

実証実験概要 実証実験状況

路側センサ

自動運転車両
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国道の美化清掃等を実施する地域や企業の皆さんで構成するボランティア団
体（令和７年３月末現在 ７９団体）と協定を締結し、皆さんと共に快適な
道づくりを進めています。

～活動状況～

50

地域支援の取組 ～ボランティア・サポート・プログラム～



2025大阪・関西万博
開催地（夢洲）

優先整備箇所

その他の整備箇所

■優先整備路線国道１号、２号、２５号、２６号、４３号

・電線共同溝の蓋に、鍵付き内蓋を設置し、防犯性能を高めます。

・市内国道沿いの街路樹は、樹形が良好な状態になるよう剪定を実施しました。

－良好な状態の街路樹（イメージ）－
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２０２５年「大阪・関西万博」に向けた対応



御堂筋DX関連社会実験

•大阪市では、観光施設が集中する御堂筋や道頓堀周辺を中心に、年間2,000万人を超える観光客が訪れており、地域に与える問題
の一つとして歩行空間の混雑が発生し、市民生活に支障が生じています。

•大阪市による「御堂筋チャレンジ２０２４」に参画し、オーバーツーリズムによる歩行空間の混雑緩和の対策として、道路照明に投影機
を設置し、路上にプロジェクションマッピングの技術等を活用した歩行者案内の実装に向けた実証実験を実施しました。
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現 況 課 題

実 験 内 容

路面投影内容（多言語対応）

実施状況

概要

・実施期間
令和6年9月2日（月）～令和6年9月29日（日）

18:30 ～ 24:00
・実施場所
  国道25号 御堂筋

    新橋交差点～難波西口交差点
                           （大阪市管理）

12箇所（静止画 9箇所
               動画  3箇所）

位置図

実 験 箇 所

DＸ



・大阪府「道の駅」スタンプラリー開催
開催期間：2024年10月5日（土）～2025年2月11日（火）
参加者数：6,910名、全駅完走者数：1,176名（過去最高）

・曽根崎地下歩道にて「道の駅」のポスター掲示、パンフ
レット設置（随時）

大阪府の「道の駅」

「道の駅」は、便利で質の高いサービスの提供を目指し、道路利用者の休憩
施設であるとともに、地域のふれあいの場として、また、観光・防災への新
たな機能も期待されています。

令和６年度の取組

広報ポスター
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４.そ の 他
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〒536-0004 大阪市城東区今福西 2-12-35
TEL.06-6932-1421(代) 《受付時間 9:15～18:00》
FAX.06-6932-1427
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事務所・出張所の位置



X（旧Twitter）・YouTube・ホームページによる情報発信を行い、道路交通
施策やイベント情報、災害時の交通規制情報や工事情報等をツイートしてい
ます。

大阪国道事務所

Ｘ（旧Twitter） 発信事例
（住吉橋完成）

YouTube発信事例
（住吉橋架替）

ホームページ発信事例
（記者発表、活動報告等）

大阪国道事務所ＨＰ
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大阪国道事務所の広報






